






































































課 程 定 時 告リ 全 日 制
入 二戸z斗d九- 年 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0 
卒 業 年 5 0 5 1 5 1 5 2 5 3 
生 徒 数 2 0 2 7 3 7 4 5 4 8 
知能検査名称 教研式 田中AB 田中AB 教研式 教研式
受検者数 1 8 2 6 3 7 4 5 4 8 
偏 6 0以上
。 1 。 。 。
差 59，._ 5 0 1 7 1 1 2 7 1 2 
値 4 9，._ 4 0 7 7 1 9 1 1 2 2 
分 3 9 --3 0 8 9 7 7 1 3 































重点目標 基礎学力を身十てつける I自主性の酒養により魅力ある学校 上級生の威圧的行動
。生活を創造する。 を在くする。
。基礎テスト(年8回) 。学校行事を月K一回は入れる。 。早期発見によりイ
。実力テスト(年3 回~ 10生徒的日(毎水曜 7限)を設 ニシアチプを取っ
。追試による個別指導 ける。 て調査活動をする。
指
50 io時(科目IJ 総合 0 ホー ムノレ ムで同一 。無断欠席は電話連





1 0 基礎テスト・実力テ 。学校行事を成功させる(全教師 。週番活動を定着さ
スト K個人カードを の協力体制をつくる) せる。
方 5 1 。全ての生徒が情熱の対象をもて
年度
採用 。生徒との会話をも





















































































































































































第 18 ( 2 1日 木) 第 2日(2 2日 金) 第 38 ( 2 3日土)
A.M 9 : 20 菖蒲部落集合 A.M 6: 30 ラジオ体操 A.M 6:30 ラジオ体操
11 : 30 キャンプ場着 9:00 9:30 
P.M 1 : 00 関村式 ハイキング 後片づけ
2 : 30 P.M 4:00 10= 50 
リクレーγ ョン 7:30 清掃
3:30 昼の部 キャンフ.ファイア 11:00 閉村式






























全員寝静った第一夜午前 2時、 3年男子との約束でバイクでやって来た他校生徒 3名が、教
師Kつかまり、明け方まで調査指導されて帰ったという事件である。との乙とは 3年男子は全






















































































これを記している今、学校では、 5 3年度、 54年度の学校の姿が職員室の話題にのぼってい
る。これまでの実践の結果を正当に評価し在校生の分析を行い、新しい重点目標を設定すること
が、冬休みを終った時点での教師の課題である。




















(8) 梶田叡--[I教育托卦ける評価の理論JlP 5 6 金子書房 昭 50 
学校新聞「保倉学報」が評値活動として大き在役割を果たした。例えば、次のよう左見出しで
行事を取り扱っている。
必 70 (昭和 51年 12月 20日)rゃったぜグ文化祭J
必;'7 1 (昭和 5 2年 3月 4日)rみんなハッスル/スキー大会」
必 72 (昭和 52年 7月20日)r大育祭大成功/J
(9) 儀式的行事記は主徒会の直接の参加形態、をとらないが卒業式には生徒会の代表が送辞・答辞
を読むこと托よって、分校生として高校生活を送るととの意義を実感として認識する。








ω 菊島正樹「生活(IL1)ズムとアクセントをもたらす学校教育」児童心理第 29巻第 2号
昭和50年2月号
-145-
